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提案 

スペクトル適合性計算における多重漏話減衰量を、 

カッド内干渉源からの漏話電力と隣接カッド干渉源からの漏話電力の和の累積値９９

値（危険率１％値）とする。（算出方法を別紙参考に示す） 

近端漏話の場合は、５０．８ｄＢとなる。 

 

下表は、ＪＪ１００．０１の手法による多重漏話減衰量と比較である。 

漏話減衰量の累積値 
与干渉の数量 

カッド内 隣接カッド 

多重漏話減衰量 

和の９９％値 ５０．８ｄＢ 

９９％ ９９％ ４９．７ｄＢ 

９９％ ９５％ ５０．１ｄＢ 

９５％ ９９％ ５２．９ｄＢ 

カッド内： １ 

隣接カッド：１ 

９５％ ９５％ ５３．７ｄＢ 

総和の９９％値 ５１．３ｄＢ カッド内： １ 

隣接カッド：４ 
ＪＪ１００．０１第２版 ５０．０ｄＢ 

（注）表の数値は標本数１０，０００の場合である。 

シミュレーションによる多重漏話減衰量の平均値、標準偏差は、シミュレー

ションの都度、小数点第２位が異なる。 
 

 

課題表修正(案) 

 

C.4.6.3 オープン 漏話減衰量の累積値を下記に変更するか？ 
 
カッド内干渉源からの漏話電力と隣接カッド干渉源

からの漏話電力の総和の累積９９％値（危険率１％

値）とする。 
 

SMS-13-07 
SMS-16-xx 

 



参考 

 

 

多重漏話のシミュレーション 

 

１） カッド内干渉源からの近端漏話電力をxi、隣接カッド干渉源からの近端漏話電力をyi

とする。 

２） XTi=10log xiとYTi=10log yiは正規分布をし、その平均値と標準偏差は(64.0dB, 5.88B), 

(72.9dB, 6.25dB)である（Ｂ章 表Ｂ．２より）。 

 

 

 

シミュレーションの手法 

１） 範囲〔０～１〕の乱数RXi, RYiを発生させる。 

２） 正規分布の逆関数により、乱数RXi, RYiに対応する標本値XTiとYTiを求める。 

３） xiとyiを求め、その和Ziを求める。 

４） Z Ti=10log Zi を求める。 

５） 乱数RXi, RYiをそれぞれ n個発生し、n個のXTi、YTi 、Z Tiを求める。 

６） Z Tiの平均値、標準偏差を求める。 
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